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1. 背景と目的 

2020 年 1 月より新型コロナの流行が始まり、5 年以上経過した。平均寿命は、生命表に

おいて 2015 年から 2020 年にかけ男女とも 0.7～0.8 歳伸長したのに対し、2020 年から 2022

年にかけ男女とも短縮し、それ以降 2024 年の簡易生命表までは概ね横ばいか若干伸長とな

っている。本報告では、2020 年以降 2025 年 7 月までの死亡率の水準と改善トレンドの変

化について分析し、将来推計への反映について考察する。 

 

2. 方法 

月次系列が得られる人口動態統計月報（概数）の性別・年齢（5 歳階級）別・死因別死

亡データと人口推計の性別・年齢（5 歳階級）別の人口数を用いて、2015 年 1 月から 2019

年までの全死因の対数死亡率の系列に STL 分解を適用し得られるトレンドを前提とした

2020 年 1 月以降 2025 年 7 月までの予測水準と実績値の差異に STL 分解を適用し、2020 年

以降の差異のトレンドの推移を推定する。差異のトレンドの水準は死亡率の水準の変化を

表し、季節性の除去も考慮し直近 2 年平均により 2020 年以降直近までにどの程度死亡率の

水準が変化したかを評価する。また、死因構成割合の変化と各死因別死亡率の直近のトレ

ンド等の変化の死亡率水準の変化への影響度を提案方法により評価する。 

 

3. 結果 

男女とも多くの年齢階級において差異のトレンドは概ね横這いの状態で、これらの年齢

階級では、直近約 2年において、死亡率水準は一定程度変化した上で 2019年以前の改善ト

レンドと同様となってきていることがわかる。その他の年齢階級においては、男女とも 60

歳代後半などは 2019年以前のトレンドより改善しており、逆に、男の 20歳代前半などは

改善していない。死亡率水準の変化は、性別・年齢階級毎に異なり、男女とも 70 歳代や

80歳代など多くの年齢階級において、予測水準より上がっている。 

 死亡率水準の変化は、2019 年から直近までの死因構成割合の変化による影響が大きく、

性別・年齢階級や死因別に影響は異なる。直近のトレンド等の変化による影響は数パーセ

ント程度以内で小さい。提案方法により死因別死亡に関わる変化の全死因死亡率の水準の

変化への影響度をモニタリングすることが可能である。 

 上述の分析結果より得られる死亡率水準の変化と直近のトレンドを踏まえて将来死亡率

推計の前提を策定することにより、2020年以降の死亡の変化を反映した将来推計が可能と

考えられる。 
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